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本稿は、これまで『東京外大東南アジア学』第 20 巻から第 23 巻にかけて掲載してき
た「プルボチャロコ著『古典ジャワ文学史入門』」（青山・増井 2015, 2016, 2017, 2018）






第 1 編（青山・増井 2015）の「訳者まえがき」を参照していただきたい。 
第 5 編である本稿では、原書の最終章である第 7 章「初期スラカルタ時代」を訳出し
た。原書の第 7 章は第 61 項から第 84 項までの 24 項で構成されているが、このうち第
61 項ではヨソディプロ 1 世と 2 世の親子、第 74 項ではパク・ブワナ 4 世、第 75 項で
はシンドゥサストラ、第 76 項ではクスマディラガ、第 77 項ではアディパティ・アノム
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として Edi Sedyawati et al.（2001）がある。スラカルタ王国における古典文学の全容を知
るには Florida の研究（1995）と目録（1993, 2000, 2012）が有益である。この時代のジャ
ワ社会の歴史的背景を知るには Ricklefs によるインドネシア史概説（2008）および一連
の歴史研究（1974, 1998）がある。Ricklefs（2008）の第 5 章はジャワ語文学の概観とし
てもまとまっている。なお、本来は原書第 6 章「イスラームの時代」を扱った第 4 編
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意を表したい。また、本稿は、『東京外大東南アジア学』第 24 巻（2019 年）に掲載する











母音 è と é は「エ」で表した。曖昧母音（シュワ）を表す ĕ は小さな「ゥ」
もしくはウ段の音で表記した（例えば、tĕmbang「トゥンバン」、sĕkar「スカル」）。
なお、dh と th は、古ジャワ語の表記では有気音を表すが、現代ジャワ語の表
記では反舌音を表すことに注意が必要である。カタカナ表記にあたって反舌音
の dh と th を歯音の d と t と区別することはしなかった。 
3. 標準的な現代ジャワ語の発音では、語末の開音節の a は /o/ と発音され、さ












第1音節の a はしばしば曖昧母音（シュワ） ĕ で発音され、そのように表記さ
れることがある。本稿では、一律にこの規則を適用せず、文脈に応じて表記を
使い分けた（例えば、sangkala / sĕngkala は「スンカラ」、「スンコロ」とはせず






































  ―ウィワハ 
 61 *キアイ・ヨソディプロ1世・2世 
  ―ウィワハ、ラマ 
 62 ブラタユダ 
 63 パニティ・サストラ 
 64 アルジュナ・サスラ（別名ロカパラ） 
 65 ダルマスニャ 
 66 デワ・ルチ 
 67 メナック 
 68 アンビヤ 
 69 タジュサラティン 
 70 チュボレック 
 71 ババッド・ギヤンティ 
 72 ササナ・スヌ 
 73 ウィチャラ・クラス 
 74 *シヌフン・パク・ブワナ4世 
  ―ウラン・レ、ウラン・スヌ 
 75 *キアイ・シンドゥサストラ 
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  ―アルジュナ・サスラバウ、パルタヤドゥニャ、スリカンディ・ マグル・
マナ、スンバドラ・ラルン、チェケル・ワネン・パティ 
 76 *カンジュン・パンゲラン・アルヤ・クスマディラガ 
  ―ジャガル・ビラワ、リンガ・プラ、スマル・ジャントゥル、 
  サストラ・ミルダ 
 77  *カンジュン・グスティ・パンゲラン・アディパティ・アノム（パク・ブワ
ナ5世） 
  ―チュンティニ 
 78 *ラデン・ガベヒ・ロンゴワルシト 
 79 パラマヨガ 
 80 ジタプサラ 
 81 プスタカ・ラジャ 
 82 チュンポレット 
 83 ババッド・プラユット 
 84 ババッド・パクプン 
関連年表（第7章に関連する17世紀末～19世紀中葉の主要な出来事） 
1675-81 年 トルナジャヤの反乱。 
1680 年 マタラム王国がカルタスラに遷都。 
1686–1703 年 スラパティの反乱。 
1703 年 アマンクラット 3 世がマタラム国王に即位（アマンクラット 2 世の
子、在位 1708 年まで）。 
1704 年 オランダ東インド会社に支援されたパク・ブワナ 1 世（幼名プグル、
アマンクラット 2 世の弟、アマンクラット 3 世の叔父）がマタラム国
王に即位（在位 1719 年まで）。第 1 次ジャワ継承戦争が勃発（1708
年まで。敗れたアマンクラット 3 世はスリランカに流刑）。 
1719-23 年 第 2 次ジャワ継承戦争。この年、パク・ブワナ 1 世が死去し、子のア
マンクラット 4 世が即位（在位 1726 年まで）。反乱が続き、オラン
ダ東インド会社の支援を得て鎮圧。 
1726 年 パク・ブワナ 2 世が即位（在位 1749 年まで）。 
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1729 年 ヨソディプロ 1 世が生まれる。 
1740 年 バタビア（現ジャカルタ）で華僑虐殺事件。華僑騒乱が中ジャワに波
及（1744 年まで）。 
1745 年 マタラム王国がスラカルタに遷都。 
1746-57 年 第 3 次ジャワ継承戦争。 
1749 年 マタラム王国がオランダ東インド会社の属国となる。同年、パク・ブ
ワナ 3 世が即位（在位 1788 年まで）。 
1755 年 ギヤンティ条約が成立。マタラム王国はスラカルタのパク・ブワナ王
家とジョグジャカルタのハムンク・ブワナ王家に分裂。後者では、ハ
ムンク・ブワナ 1 世が即位（在位 1792 年まで） 
1757 年 スラカルタのパク・ブワナ王家からマンクナガラ王家が分立する。 
1788 年 パク・ブワナ 4 世が即位（在位 1820 年まで） 
1802 年 ロンゴワルシトが生まれる。 
1803 年 ヨソディプロ 1 世が死去。 
1811-1816 年 ヨーロッパでのナポレオン戦争の余波でイギリスがジャワを統治。 
1813 年 ジョグジャカルタのハムンク・ブワナ王家からパク・アラム王家が分
立する。 
1819 年 ロンゴワルシトがスラカルタ宮廷に出仕する。 
1820 年 パク・ブワナ 5 世が即位（在位 1823 年まで） 
1823 年 パク・ブワナ 6 世が即位（在位 1830 年まで） 
1825-1830 年 ディポヌゴロの反乱（ジャワ戦争）。 
1830 年 ジャワで政府栽培制度が開始（1860 年以降、段階的に廃止に）。この
年、パク・ブワナ 7 世が即位（在位 1858 年まで） 
1844 年 ヨソディプロ 2 世が死去する。 
1845 年 ロンゴワルシトがプジャンガ（宮廷詩人）に任じられる。 
1848 年 中ジャワで大飢饉。 
1851 年 バタビアにジャワ医学校、スラカルタに師範学校が開設。 
1855 年 ジャワ語・ジャワ文字の新聞がスラカルタで発刊。 
1858 年 パク・ブワナ 8 世が即位（在位 1861 年まで） 
1861 年 パク・ブワナ 9 世が即位（在位 1893 年まで） 
プルボチャロコ著『古典ジャワ文学史入門』（5） 
- 158 - 
 
1873 年 ロンゴワルシトが死去。  
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第 7 章 初期スラカルタ時代 
―『ウィワハ』 







 Ri sĕdhĕng amurwa tulis, Dité panca likur wulan, Jumadilawal ing ĕBé, tasik sonya 
giri juga, sangkala duk kinarya, kakawin tinĕmbang kidung, ingaran asmaradana //. 
訳： 
 この作品を書き始めたのは、日曜日、25 日、ジュマディラワル月（ヒジュ
ラ暦の第 5 月）、ベの年（Bé、ウィンドゥ暦の第 6 年）(9)、サンカラ（sangkala）
(10)で tasik-sonya-giri-juga（大洋-空寂-山脈-唯一=4-0-7-1）、すなわちジャワ
暦 1704 年（西暦 1778 年）のことであった(11)。カカウィンの作品をアスマ
ラダナ形式の韻律で詠んだ。 
伝承によると、この作品は、西暦 1749 年に即位し西暦 1788 年に崩御したシヌフン・
















F. C. Gericke）によってジャワ文字に翻字され、オランダ語での解説が加えられて 1844
年の VBG 第 20 巻で刊行されている(15)。 
61 *キアイ・ヨソディプロ 1 世・2 世（Kiai Yasadipura I, II）(16) 
―『ウィワハ』、『ラマ』 
初期スラカルタ時代におけるジャワ語文学の翻案を発展させた立役者として、キア
イ・ヨソディプロ（Kiai Yasadipura）(17)1 世と 2 世の父子という 2 人の大家をあげなけれ











 Pratisthaning budi amartani, anèng tyasing pandhita kang limpad, mring kawruh 
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分に優れた作品と言ってよいだろう。 
本作品はすでに W. パルメール・ファン・デン・ブルック（W. Palmer van den Broek）
博士により、1868 年にバタビア（現在のジャカルタ）の国営印刷局から出版されてい
る。 




















い。第 1詩章第 1詩節から第 13詩節にかけては『アルジュナ・ウィジャヤ』（Arjunawijaya、
別名『サスラバウ』Sasrabau）からの引用である(21)。『ラーマーヤナ』の本体の物語は第
13 節から始まり、以下がその内容である。 
 kunĕng wontĕn winurcita, ratu luwih praja’di kang madĕg aji, sang prabu Dasarata. 
訳： 
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第 2 詩節の gandrung-gandrung amangun kung ...「この恋しさは愛を募らせる、これほど
までに」から第 7 詩節の Dhuh yayi mring pundi masku「いとしいあなたは何処へ」まで
の 5 詩節は新しく挿入された部分である(22)。 
第 11詩節から第 14詩節にかけても同様である。さらに、第 14詩章第 2詩節の Jalalatan 
mulat nganan ngéring ...「目を見開いて左右を見る」から第 10 詩節の mangsah gandrung-
gandrung「恋しさと戦う」までの 9 詩節も新しく挿入された部分である。第 14 詩章の
第 12 詩節から第 15 詩節の途中までの部分も挿入された部分である(23)。また、ジャワ人
にもっとも好まれている第 18 詩章の Gandrung-gandrung kapirangu「いとしさ募る、愛す





Rama No. 605）の中にこれらの部分が存在しないからである。また、スカル・アグン（sĕkar 
agĕng）(26)の韻律で書かれたジャルワ版『ラマ』（Ms. B. G. No. 589）(27)の中にもこれら















第 10 詩章第 6 詩節には次のように書かれている。 






ジャルワ版『ラマ』第 12 詩章第 5 詩節には次のように書かれている。 











同様のことが、古ジャワ語の第 16 詩章第 7 詩節で語られているジャヤッドラタ（古
ジャワ語 Jayadratha、現代ジャワ語 Jayadrata）が頭を矢に射たれて最期を迎えるという
エピソードについても言える。それは、tĕka mara ye kisapwani bapanya kagyat atĕmah sirah 
juga.「父親の膝に（kisapwani）到達したとき、父親は驚愕した。なぜなら、頭しかなかっ
たからである」の部分である。ここで、ye kisapwani bapanya という部分が、yeki sapwani 
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面にもある。以下は古ジャワ語版第 18 詩章第 2 詩節からの引用である。 
 kunĕng apan ewĕh anggrahatane gati karya tĕmĕn. Si tutu tatanpa nanggaha 











詩章第 1 詩節には Wontĕn bhrĕtya kaparcaya’tuha ya ta’jar i sira. ...「年配の信頼された召使




同様に、パンチャ・ワラ（Panca Wala）も本来であれば、パーンダワ 5 人兄弟とドラ
ウパディー（古ジャワ語 Draupadī、現代ジャワ語 Drupadi）の間の 5 人の子供を指すの
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みである。正しい読み方は Sang asanga（「九人の者たち」の意）である。 












士（A. B. Cohen Stuart）によりジャワ文字で刊行された。その後、VBG 第 28 巻（1860
年）において刊行された。なお、オランダ語での解説は第 27 巻に収録されている。 
以上のほか、スラカルタのディルジャアトマジャ（Dirdjaatmadja）から 1901 年と 1908





この作品は実のところ、すでに本書の第 3 章第 33 項で解説した古ジャワ語作品『ニー
ティシャーストラ』（Nītiśāstra）をジャルワ版に翻案したものである。 




『パニティ・サストラ』はジャワ暦 1725 年（西暦 1798/99 年）に古ジャワ語からカ
ウィ・ミリン（Kawi-miring）様式に翻案された(31)。その後、ジャワ暦 1735 年（西暦 1808/09
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1. ダンダングラ（dhandhanggula） ― 10 詩節 
2. シノム（sinom） ― 16 詩節 
3. ガンブ（gambuh） ― 10 詩節 
4. ポチュン（pocung） ― 19 詩節 
5. ダンダングラ（dhandhanggula） ― 14 詩節 
6. キナンティ（kinanthi） ― 20 詩節 
7. アスマランダナ（asmarandana） ― 18 詩節 
8. シノム（sinom） ― 15 詩節 
9. ジュル・ドゥムン（juru dĕmung） ―  9 詩節 




韻律のみによる 97 詩節から成っている。以下が、その冒頭の部分である。 
 Makirtya ring agnya narpasiwi, nular pralampitaning sang wusman, ing Surakarta 
wĕdharé, nĕm catur gora ratu, ri sangkala wit ning winarti, Nitisastra ingaran, 
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winarna ing kidung, kawi kadanging sajarwa, lumaksana sasananing kang janma’di, 










 Om den last van Vorstenzoon te volbrengen, breng ik de voortreffelijke 
gelijkenissen over, te Surakarta uitkomende in 1735 (tata-tri-gora-ratu) (A.D. 
1808), in welk jaar zij voor het eerste verkondigd worden, Nitisastra werden zij 









gora-ratu、すなわちジャワ暦 1746 年（西暦 1818/19 年）の紀年がある。 
一方、ムニール博士による翻訳には tata-tri-gora-ratu、すなわちジャワ暦 1735 年（西
暦 1808/09 年）の紀年がある。したがって、二つの間には（ジャワ暦で）11 年の差があ
る。ムニール版の『パニティ・サストラ』は 10 詩章 143 詩節で構成されている。 
これらを検討してみると、ムニール版の『パニティ・サストラ』がジャワ暦 1746 年
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が 34 詩節、すべて合わせて 95 詩節が収められている。以下がこの作品の冒頭部からの
引用である。 
 Mĕmanising panĕmbah pamuji, kang minangka pandoning wardaya, mring kang 
karya ngalam kabèh, baka kodrat puniku, ingkang sipat rahman lan rahim, kang 
murba amisésa, jagat isinipun, ping kalih marang utusan, Kangjĕng Nabi 













64 アルジュナ・サスラ、別名ロカパラ（Arjunasasra、別名 Lokapala）(36) 
この作品もヨソディプロ 2 世の作品である。本書の第 3 章第 30 項で取り上げた『ア
ルジュナ・ウィジャヤ』（Arjunawijaya）に準拠している。冒頭部は以下のとおりである。 
 Purwaning rèh pandoning mĕmanis, makirtya ring agnya prabwatmaja, ri Surakarta 
mandirèng, Jawi sahananipun, ping patbĕlas Rĕspati Manis, Jumadilawal astha, 
gathitanya nuju, Jimakir sèwu kalawan, pitung atus catur sat (1746) mangka palupi, 
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年（ウィンドゥ暦の第 8 年）、（ジャワ暦の）1746 年（西暦 1819 年）に、
『サハスラ・ボジャ王』(38)（の物語）を手本として創作がはじめられた(39)。 
文中の王子（prabwatmaja）とは、カンジュン・グスティ・パンゲラン・アディパティ・
アノム（Kangjĕng Gusti Pangéran Adipati Anom）(40)、すなわち、のちのパク・ブワナ 5 世




























 Tĕlas ulun akarya palupi, angétung basa winor kalawan, ing kawi kauwusané, 
wusnya anulat ingsun, Darmasunya binasan kawi, kawilĕtaning raja, agama 
linuhung, ri mangkya ta ingkang karsa, narpaputra kinarsakakĕn asalin, binasan 
jarwa Jawa. 
 Duk kawiné pu Yogiswarèki, kang amarna pandhita sudibya, wicaksana trus tingalé, 
ing mangkya kang amangsul, basa kawi dhatĕng ing Jawi, Yasadipura ping rwa, 
dahat mudha punggung, mĕhĕng lumakwèng sapakwan, jĕng sang hulun sang 
maha narpatisiwi, dibya ing Surakarta. 
 Kauwusan ngwang amanulat sri, wuryan tama rasaning kamuksan, ri Salasa 
pétunging lèk, kaping sanga anuju, wulan Siyam ĕJé kang warsi, sangkala naya 
marta, maharsi manangkung, mwang tèki amrih aksama, sanggyaning kang 
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 この美しい作品を書き終えたときの私はあたかも忘我の境地にあるよう
だった。その日付は、火曜日、「断食の月」（ヒジュラ暦の第 9 月であるラ




すなわちジャワ暦 1742 年（西暦 1815 年）(46)である。したがって、本作品は『パニティ・






スタカ（Widya Poestaka、神智学協会 Theosophical Society によって 1909 年に設立された
組織）からジャワ文字で刊行されたが、誤植が多い。上に挙げた引用部分に見られる例
をあげておく(47)。 
narma putra 正しくは narpa-putra 
Yogisurèki 正しくは Yogiswarèki 
Yasadidura 正しくは Yasadipura 
mĕtĕng 正しくは mĕhĕng 
sakapun 正しくは sapakwan 
なお、『ダルマスニャ』をヨギスワラの作品とするのはまったく荒唐無稽な説である。 
66 ジャルワ版デワ・ルチ（Déwaruci Jarwa）(48) 





- 172 - 
 
られている。以下が内容の引用である。 
//o// ----o----- //o/ / 
 Ĕla-ĕla pamĕngkuning rèh sapraja 
 ri sangkala pawaka ro wiku raja 
 ri sang Bima kalanira puruhita 
 mring sang Druna minta sampurnèng dumadya. 
 Duryudana ginubĕl mring pra arinya,  
 rĕmpĕg’turé sakèhing sata Korawa 
 aminta pitulung sang Dwijawara. 
//o// lajĕng minggah //o// 
 Pinituwa sadaya pĕpĕk ing ngarsa 
 Druna prabu Mandraka’dipatyèng Wangga, 
 Dhanyang Druna saguh mring sang Kurunata, 
 anyirnakna marang sira Arya Bima, 
 aja lawan aprang sirna saking cidra, 
 tan antara praptanira Arya Séna 
 dyan jumujug mĕndhĕg nĕmbah mring sang Dibya/ 
//o// mĕndhĕk nĕmbah-mungĕl gĕndhing Gambirsawit, 
 mawur ing tyas Maha Prabu Duryudana. 
訳： 
//o// ----o----- //o/  
 王国一円の領域を支配するお方が、 
 Pawaka-ro-wiku-raja（火-2-僧-王）、すなわちジャワ暦 1723年(49)（西暦 1796/97
年）に（おわす時にこの詩が創られた）。 
青山亨・増井美佳 
- 173 - 
 その時、ビマは解脱を求めドロナに師事していた。 












1723 年（西暦 1796/97 年）である。したがって、ヨソディプロがカウィ・ミリン様式に
よる『パニティ・サストラ』を著した時とは 2 年の違いということになる。 
またこの作品にはスカル・アグンの形式をとる部分がある。作品の冒頭部で、内容は
以下のとおりである。 
 Nihan karananiran doning ulun rumancanèng 
 sotanirang kata diwya, ri lagu magĕng, 
 mamrih mardawa pragnya rikang manah 
 lalu saniskara, juwĕt silarjèng tuwuh anané 
 ri kahanan jati, sujana nindita, paramartèng rat, 















同じことは『ラマ』（Ms. B. G. No.589）のところでも述べたとおりである(51)。 
スカル・アグンの韻律で書かれた『デワ・ルチ』の作品は他にもある。以下に、冒頭
部を引用する。 
 Nihan doning ulun séka-ri agnyaning sang narpatmajèng Jawi, ri kanang 




この引用文中に見られる sang narpatmajèng Jawi（ジャワの王子）の字句は、『パニティ・
サストラ』の中でも言及されている。したがって、ここで取り上げた『デワ・ルチ』は
カンジュン・グスティ（パク・ブワナ 5 世）の命を受けたヨソディプロ 2 世によって書
かれたと確定することが可能である。 
マチャパット韻律で書かれた『デワ・ルチ』はすでに頻繁にジャワ文字で出版されて
いる。最も早いのはファン・ドルプ社によって 1870 年に刊行されたもので、続いて 1873




































部で索引をふくめて 46 巻ある。 
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ヨソディプロはすでに第 6 章第 59 項で解説した『アンビヤ』も翻案している。この
作品（Ms. B. G. No.10）の中にはサンカラの記述があり、janma-tri-goraning-aji、すなわ




年、ジャワ暦 1726 年にマチャパット韻律のジャワ語に翻案したものである（Ms. B. G. 
No. 582）(57)。 









るジャワ全土のウラマーによって弾劾され、事件はシヌフン・パク・ブワナ 2 世（Sinuhun 
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『チュボレック』の作品の中では、『デワ・ルチ』、『ウィワハ』などの諸作品が事件
のアクセントとして詳しく語られている。マンクブミ王子（Mangkubumi、後のスリ・ス
































スラカルタに服従したマンクナガラ王子は、その後、マンクナガラ 1 世（Mangkunagara 
I、スラカルタのマンクナガラ王家初代の王）の地位に就いた。 





『ババッド・ギヤンティ』はすでに H. ブニン（H. Buning）によってジャワ文字で、






























ちジャワ暦 1747 年（西暦 1819/20 年）である。また、すでに 2 度、出版されており、2
回目は 1928 年、S. M. ディワルナ（S. M. Diwarna）書店から出版された。ただ、この版
は、学術的視点から見ると、優れたものとは言えない。なぜなら、異本との照合がなさ
れておらず、一つの底本にしか基づいていないからである。 
このような理由から、字句の乱れがある。例えば、第 1 章第 2 節の tuwuh tarlèn sĕkarira
は、異本によれば、tuwuh tarlèn sakariya とするのが正しく、「人生はまさにそれ（人生
の安寧を指す）に他ならない」という意味になる。 
続いての節には tumulun という語があるが、正しくは tumuluy である。これは古ジャ
ワ語の tuluy「続ける」に由来する。第 6 節では barang rusti という語句があるが、正し
くは barang gusti である。これは、古ジャワ語の goṣṭhi「議論する」に由来する。詳しく
検証すれば、このような誤りはさらに多く見つかるであろう。 
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まず、はじめに、aja dumèh wong gĕdhé「身分のある者だからといって…」という文言
から始まり、以下のように続く。 
 Ngaku turun Brawijaya, ora sakti. 
 Ngaku anak pandhita, ora bĕtah ngĕlèh. 
 Ngaku anak pujangga, ora wĕruh(65) pa siji. 
 Ngaku anak sujana, nalaré liwar. 
 Ngaku anak ngulama, ora bisa ngaji. 
 Ngaku anak cina, ora kucir. 










 ….yèn ngaku sutèng raja, pĕsthi nalaré patitis, yèn anaking kaum pĕsthi bisa 
ndonga.// Lamun ora mangkonowa, sayĕkti liniron bĕlis, duk ibuné pulang raras, 
lawan bapakané nguni, sétan kang amomori, yèn ora iku blĕkuthur, mulané karĕm 
sasar, mbĕlasar arda mĕnthalit, sĕsétané anjahili padha bangsa.// 
 Mung karĕmé dèn gunggunga, dèn alĕma yèn asigit, tĕlèdhèk ajimprak-jimprak, 
panganggĕpé widadari, yèn kasaliring thithik, padha bangsa nuli padu, datan 
nganggo ukara, sĕsumbar acĕrik-cĕrik, yèn wania pĕrang mangsa mangkonowa.// 
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 Mung waniné padha bangsa, dèn réwangi takĕr pati, jamak wong ngaku prawira, 
kaya Sultan Mangkubumi, atapa tur undhagi, ing wiwéka gothak-gothuk, micara 






















74 *シヌフン・パク・ブワナ 4 世（Sinuhun Paku Buwana IV）(70) 
―『ウラン・レ』、『ウラン・スヌ』 
ヨソディプロ 1 世と 2 世がジャワ文学の作品を創作するにあたり同時代の朋友とし
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ていたのが、『ウラン・レ』（Wulang-rèh）の作者として知られるスリ・パドゥカ・パク・





 第 1 章 ダンダングラ（dhandhanggula）16 詩節（編者の序文を含む） 
 第 2 章 アスマランダナ（asmarandana）20 詩節 
 第 3 章 シノム（sinom）15 詩節 
 第 4 章 パンクル（pangkur）22 詩節 











は、68 詩節からなる一部しか残されていない。序文は Dhandhanggula kang pinurwèng 
gĕndhing「（ガムランの）曲にあわせて創られたダンダングラ（の詩）」で始まる。この
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75 *キアイ・シンドゥサストラ（Kiai Sindusastra）(72) 
―『アルジュナ・サスラバウ』、『パルタヤドゥニャ』、『スリカンディ・マグル・マナ』、
『スンバドラ・ラルン』、『チェケル・ワネン・パティ』 
ヨソディプロ 1 世と 2 世と同時代にジャワ語文学で活躍した人物として、キアイ・シ
ンドゥサストラ（Kiai Sindusastra）も有名である。彼は、のちのシヌフン・パク・ブワ
ナ 7 世（Sinuhun Paku Buwana VII）となるプルバヤ（Purbaya）王子の秘書であった。 
シンドゥサストラの著名な作品は、スグリワ（Sugriwa）とスバリ（Subali）の系譜と
物語を含む『アルジュナ・サスラバウ』（Arjunasasrabau）である。この作品は、すでに
第 6 章第 60 項で解説した作品『カンダ』（Kanda）に取材し、改編や付け足しが加えら
れたものである。 
シンドゥサストラ版『アルジュナ・サスラ』（Arjunasasra）は、パルメール・ファン・
デン・ブルック（Palmer van den Broek）によって VBG 第 34 巻（1870）にジャワ文字で
掲載された。1872 年には 2 巻本でスマランのファン・ドルプ社から出版された。ファ
ン・ドルプ社からは 1883 年に第 1 巻、1886 年に第 2 巻が出版されている。また Indisch 
Magazijn の第 1 巻で D. L. ムニールによってオランダ語への翻訳がなされている。 
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カンジュン・パンゲラン・アルヤ・クスマディラガ（Kanjĕng Pangéran Arya Kusumadilaga）










パク・ブワナ 5 世）（Kanjĕng Gusti Pangéran Adipati Anom, Sĕri Paduka 
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る。『チュンティニ』はバタビア学芸協会（Bataviaasch Genootschap van Kunsten en 
Wetenschappen）の刊行物として 8 分冊で出版され、さらに 4 巻本として出版さている
が、まだ完全な内容ではない。 
欠損している部分を印刷すれば本 1 冊分はある。 
78 *ラデン・ガベヒ・ロンゴワルシト（Radèn Ngabèhi Ranggawarsita）(82) 







 Sĕrat Paramayoga punika nyariyosakĕn lĕlampahanipun Kanjĕng Nabi Adam 
kaliyan lĕlampahan sarta tĕrah-tumĕrahipun para déwa, ing salajĕngipun ngantos 
dumugi cariyos wiwitanipun tanah Jawi dipundunungi manusa. 
 Mĕnggah wĕwatonipun mĕndhĕt saking cariyos ingkang kocap ing sĕrat Jitapsara, 
anggitanipun Bagawan Palasara ing Ngastina saking anggènipun nukil suraosipun 
Pustaka Darya, babon saking tanah Indhu lajĕng katĕpangakĕn kaliyan suraosipun 
kitab Niladunirèn, babon saking Najran, sarta kitab Sitatul, babon saking Sélan ...
（中略）Ananging suraosipun kitab-kitab wau amung kapĕthikan ingkang wontĕn 
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cariyosipun tumrap ing sĕrat-sĕrat Paramayoga kémawon, saha mawi anukil 
sakathahing hikayat, utawi riwayat, lajĕng katurutakên kaliyan étanging taun 





































 Kacariyos sarĕng dumuginipun taun Indhu saking jaman Pancamakala angka 768 
taun Adam, angka 5154 ing taun srĕngéngé utawi 5306 ing taun rĕmbulan, 
panjĕnĕnganipun Prabu Isaka, ratu ing nagari Surati tanah Indhustan, inggih punika 
ingkang sinĕbut nama Aji Saka, nagarinipun kabĕdhah ing mĕngsah. Sang prabu 
lajĕng jĕngkar saking praja ngungsi ing wana, dumuginipun ing wana 
dipunpanggihi déning kang rama Bathara Anggajali, sang prabu dhinawuhan 
amaratapa dhatĕng pulo ingkang suwung, prĕnah kidul-wétanipun tanah Indhu, 
sang prabu lajĕng mangkat dhatĕng pulo suwĕng, inggih punika pulo Jawi. 
Sarawuhipun ing pulo Jawi sang prabu lajĕng asĕsilih nama Ĕmpu Sangkala. 
 Dumugi samantĕn tĕlasing cariyos ingkang kawrat ing sĕrat Paramayoga, punika 
lajĕng nyandhak cariyos ingkang kocap ing sĕrat Pustakaraja Purwa, tamat. 
訳：  
 さて、インド暦ではパンチャマ・カラ時代の 768 年、アダム暦(88)の太陽暦



























 Pustaka Jitapsara 
 //o//i mandra //o// Om u siddha ring sadyana, tar sèng wardaya’stungkara, ngang 
ring hyang Jagad matri traya, dyama amuda di pradana, ngang sinunging dani-
wasmaya, mahya kridhaning rat raya, ngang tryodhara rana wisaya, wiwisunda 
sandhaning dwisthi, nang adyan pudyaning asudra, kang andon mandanèng 
ciptamaya, lumayènging parasdya kang natani èsthining tyas kung, anglahirakĕn 
ungkara, om hyangkun mèh hĕmmah maya, cipta nindyastananing sang kawiswara, 
puhara radi arja ing Surakarta, kang murud matĕpĕt lokaya, déra mĕdhar 
kamudhahaning suksmaya jati, ingkang amratélakakĕn sangkĕping pratyaksana 
kulah kasumpurnan sajatining gĕsang, supana mambuka pranawa nalaning sampali, 
kang tarwilun kalulun amirasa, karaos ing dalĕm raswita wiwitaning pinudya dahat 
kĕlingga murda. 
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 Wangsul mĕnggah sangkĕping pratyaksana kang kasĕbut ing dalĕm pustaka 







1. Yadin kadyatmikan kang jinarwi, jroning Jitapsara hyang At-Hama, sigra murwèng 
ing monĕngé, mangèsthi kung umagut, masadrasa’smara kinarti, ri tata tri asmara, 
rèh kang pinarsèstu, tar lyan mung asmara cipta, lan asmara turida sangkĕp ping 
katri, trusthi asmara gama. 
2. Yéka smaraning kakang sĕjati, tibrastha, randha amisik garwa, sagati ring jro 
jinĕmé, mong kung apulang lutut, kélut ing nis wahyaning rĕsmi, mĕhĕng asmara 
cipta, kang kèsthi kalulun, lalu nimpuna sotama, tarpantara rahsana mimba sinandi, 





















 Nahan ta ing nalika punika hyang Tunggal jata nangsaya tunggal pranayaning driya, 
kadya pradiptaning pratanggapati ing mangsa sakri, kawismaya sotaning tyas 
sumĕka dènira manujarwi, lajuning rèh lahiring cariyos, kang mawèh saryastura, 
turuting taliti saking nabi Adam, wiyosipun inggih punika hyang At-hama, kalyan 
ibu Kawa tinĕdahakĕn wijanging turasipun satunggal-satunggal anggènipun 
sammangun nastapa, brata brangta amamudya dalah salĕlampahanipun, mbotĕn 
wontĕn ingkang kalangkungan, urutipun kang sami kasĕbut ing dalĕm wirayat 
prapta mandhirining hyang Jagat Matritraya, mangka sasandhaning amursita 
trusthining kata amusthi raras mayaning dyatmika, dènira mangan-dikakakĕn 











道に勝利した者」、すなわち「碩学」を意味する。オランダ語の geleerde in de taal en 
literatuur「言語と文学の碩学」にあたる。 
青山亨・増井美佳 





















『プスタカ・ラジャ』は 1884 年にジョグジャカルタで H. ブニン（H. Buning）によっ
て出版された。第 2 版は 1906 年に刊行されている。 
82 チュンポレット（Cĕmporèt）(98) 
この作品『チュンポレット』はスリ・パドゥカ・ススフナン・パク・ブワナ 9 世（Sĕri 
Paduka Susuhunan Paku Buwana IX、在位 1861 年～93 年）の命により、ロンゴワルシト
が創作したものである。創作された年はサンカラで記されており、song-song-gora-candra、
すなわちジャワ暦 1799 年（西暦 1870/71 年）である。 
文章の構成は大変に細やかであり、プルワカンティ（purwakanthi、頭韻法）も多用さ
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1. Song-song gora candraning hartati, 
lwir winidyan sarasèng parasdya, 
青山亨・増井美佳 
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ringa-ringa pangriptané, 
tan darbé labdèng kawruh, 
angruruhi wĕnganing budi, 
kang mirong ruharèng tyas, 
jaga angkara nung, 
minta luwaring duhkita, 
haywa kongsi kéwran lukitèng kintèki, 
kang kata ginupita. 
2. Pangapusing pustaka sayĕkti, 
saking karsa dalĕm sri Naréndra, 
kang kaping sanga mandhirèng, 
Surakarta praja gung, 
sumbagèng rat dibya-di-murti, 
martaotama susanta, 
santosa mbĕk sadu, 
sadargèng galih lĕgawa, 
sihing wadya gung alit samya mĕmuji, 
raharjèng praja nata. 
訳： 















83 ババッド・プラユット（Babad Prayut）(102) 
この作品は『ババッド・ギヤンティ』の続編であり、『ババッド・ギヤンティ』と同
様にヨソディプロによる作品である。「プラユット」という名は、「ギヤンティの戦いの













84 ババッド・パクプン（Babad Pakĕpung）(103) 
ババッド・パクプン（Babad Pakĕpung）は、ススフナン・パク・ブワナ 4 世（Susuhunan 
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この状況を打開し、包囲網が解かれる糸口となったのは、スラカルタの長老たちの助言
のおかげであった。彼らは、一連の混乱を引き起こした、超自然的な力を持っていると





1. Kang sinawung sĕkar gula milir, duk jumĕnĕng dalĕm jĕng Susunan, nĕnggih Paku 
Buwana, yé kang Abdurrachman iku, Sayidina Panata Gami, Sénapati Ngalaga, 
ingkang kaping catur, kang ngadhaton Surakarta, dèrèng lama dènya jumĕnĕng 
narpati, wantu nata taruna. 
2. Ingadhĕpan abdi kang tan yukti, nama Panĕngah lan Wiradigda, Bahman kĕlawan 
Nursalèh, samya ngadoni atur, pinrih bĕnggang lawan Kumpĕni, aturnya mring 
sang nata, wong papat puniku, akathah sasanggupira, atĕmahan kawĕdhar tyasnja 
sang aji, kényut mring sétan papat. 
3. Sahaturé dhinahar mring aji, nata supé mring pamomongira, rina wĕngi ésuk soré, 
mung sétan papat iku, kang ginagas gagas ing galih, abdi pamomongira, awit kala 
timur Ngabèhi Yasadipura, wus siningkur, tan kanggĕp sahatur nèki, dadya nahĕn 
sungkawa. 
訳： 







りこの 4 人の悪魔に奪われてしまった。 
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(1) 原書のジャワ語版は Sastra Jawa: Program Digitalisasi Sastra Daerah のサイトで電子版
が提供されている。ジャワ語版の確認はこの電子版に依拠した。 
サ イ ト の URL ： https://www.sastra.org/bahasa-dan-budaya/pengetahuan-bahasa/1639-
kapustakan-jawi-purbacaraka-1954-172-6-jaman-islam 
(2) 遷都の立地がソロ（Sala）村であったため、現在に至るまでソロの名前でも知られて
いる。なお、スラカルタ遷都が公式に宣言されたのは 1746 年であった。 
(3) 本書には取り上げられていないが、教訓詩『ウェダタマ』（Wédhatama）を著したマ




















(7) 現代ジャワ語文学の伝統韻律詩（常体でトゥンバン tĕmbang、敬体でスカル sĕkar）
は、1）トゥンバン・グデ（tĕmbang gĕdhé、スカル・アグン sĕkar agĕng、「大きな詩」
の意）、2）トゥンバン・トゥンガハン（tĕmbang tĕngahan、スカル・マディヤ sĕkar madya、
「中間の詩」の意）、3）トゥンバン・マチャパット（tĕmbang macapat、スカル・マチャ
パット sĕkar macapat）の 3 グループに分かれる。いずれのグループの場合も、複数種
類の韻律があり、同じ種類の韻律の詩節が複数集まって詩章を構成する。 
青山亨・増井美佳 
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第 1 のグループには古ジャワ語のカカウィン（kakawin）の韻律を含むこともあるが、
現代ジャワ語文学の韻律としては、1 詩節は 4 行から構成され、各行の音節数が一定
という特徴がある（母音の長短の区別がない点がカカウィンと異なる）。第 2 と第 3
のグループでは、韻律の種類ごとに、1 詩節を構成する行数、各行の音節数と行末音
節の母音が定まっている。例えば、第 3 グループのマチャパットの代表であるダンダ
ングラ（dhandhanggula）の場合、1 詩節は 10 行から構成されており、各行の音節数と
行末音節母音は 10i、10a、8e、7u、9i、7a、6u、8a、12i、7a である。 
3 つのグループのうち第 3 グループのマチャパットがもっとも一般的で種類も多い。
本章では、ダンダングラのほか、シノム（sinom）、アスマラダナ（asmaradana、ある
いは、アスマランダナ asmarandana）、キナンティ（kinanthi）、ミジル（mijil）が取り
上げられている。第 1 と第 3 の中間とされる第 2 グループに属する韻律の種類は多く
なく、また、マチャパットとの区別も曖昧である。本章で取り上げられているのは、











(11) ジュマディラワル月はヒジュラ暦の第 5 月のアラビア語名（Jumada al-Awwal、ジュ
マーダ・アル=アウワル）のジャワ語化した表記。なお、原書インドネシア語版では
ジャワ暦 1704 年を西暦 1782 としているが、ジャワ暦 1704 年はヒジュラ暦 1192 年で
あり、同年第 5 月は西暦 1778 年 6 月に相当する。原書ジャワ語版は正しく西暦 1778
年になっている。 








章第 17 項を参照。 
(15) パク・ブワナ 3 世版の『ウィワハ』の刊本については Uhlenbeck（1964: 138）を参
照。 
(16) ヨソディプロ父子の生涯および業績については不明な点が多い（Ricklefs 1997）。ヨ
ソディプロ 1 世は 1729 年に生まれ、1803 年に死去したとされる。ヨソディプロ 2 世
の生年は不明で、およそ 1790 年から 1820 年にかけて活躍し、1844 年に死去したと
される。ヨソディプロ 2 世の孫が本章第 78 項で取り上げられるロンゴワルシトであ
る。『ラマ』の刊本については Uhlenbeck（1964: 138）を参照。『ウィワハ』について
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プロ 1 世の作品とすることに疑問を付している。詳細は各項目の註を参照。 

















作品『ウッタラ・カーンダ』（Uttara Kāṇḍa、本書第 1 章第 6 項）およびカカウィン作








(22) 第 2 詩節から第 7 詩節までなら「5 詩節」ではなく 6 詩節と思われるが、原文のま
まとした。 
(23) 原書ジャワ語版では「第 14 詩節の途中まで」であるが、インドネシア語版原文のま
まとした。 





(27) Ms. B. G.番号は、旧バタビア学芸協会（Bataviaasch Genootschap van Kunsten en 
Wetenschappen）所蔵の写本番号。現在はインドネシア国立図書館に所蔵。 
(28) 原題は Bratayuda である。刊本については Uhlenbeck（1964: 138–139）を参照。 




(30) 原題は Panitisastra である。刊本については Uhlenbeck（1964: 123）を参照。また、イ










ついては McDonald（1983, 1986）を参照。 
(32) 原書では「カウィ・ジャルワ」（Kawi-Jarwa）と記載されているが、意図は不明であ
る。文脈から判断して「ジャルワ」と訳した。 
(33) ダンダングラ以下の名称はすべてマチャパット韻律の種類である。なお、第 3 詩章
ガンブの詩節数がインドネシア語版では 10 詩節であるのに対して、ジャワ語版では
13 詩節になっている。したがって、全体の詩節数も、インドネシア語版に従えば 150





（Bataviaasch Genootschap van Kunsten en Wetenschappen）に遡る。本書でも引用されて
いる VBG は同協会の刊行物である。協会所属の博物館と所蔵品は 1962 年に正式に
インドネシア政府に移譲された。また、協会附属図書館の蔵書は 1980 年代に国立図
書館に移管された。 
(35) 『ニティスルティ』は本書の第 6 章第 53 項で取り上げられている作品。サンカラに
よると遅くとも 1612 年に成立しており、ダンダングラの韻律による古ジャワ語で書
かれている（Florida 1993: 177, KS 336.6）。 
(36) 原題は Sĕrat Arjunasasra、別名 Lokapala である。原書インドネシア語版では Arjuna-
sasra と表記するが、ジャワ語版にしたがって Arjunasasra とした。刊本については
Uhlenbeck（1964: 138）を参照。 
(37) マニスは、1 週 5 日からなるジャワの五曜の第 1 日。 
(38) 原書の該当部分は Sahasraboja であるが、boja「食べ物」では意味が通らない。buja
「腕」の誤記とみなせば、Sahasrabau すなわち Sasrabau の別表記として理解できる。 
(39) 文中の astha gathitanya nuju の部分は理解できないため訳出しなかった。日付は、ジャ
ワ暦 1746 年に対応するヒジュラ暦 1234 年の第 5 月の 14 日、木曜日は西暦 1819 年 3
月 11 日木曜日にあたる。 
(40) カンジュン・グスティ（Kangjĕng Gusti）は王子に対する敬称。パンゲラン・アディ













(46) ジャワ暦 1742 年に対応するヒジュラ暦 1230 年の第 9 月の 9 日、火曜日は西暦 1815
年 8 月 15 日火曜日に対応する。 
プルボチャロコ著『古典ジャワ文学史入門』（5） 




(48) 原題は Sĕrat Déwaruci Jarwa である。原書インドネシア語版では Déwa-ruci と表記す
るが、ジャワ語版にしたがって Déwaruci とした。『マハーバーラタ』から題材をとっ
て作られたジャワ独自の作品である。内容については本書第 5 章第 42 項を参照。刊
本については Uhlenbeck（1964: 139）を参照。また、インドネシア教育文化省の刊本









(52) ウムプ（ĕmpu、またはムプ mpu とも）は、霊力を持つとみなされる尊者などに付け
る敬称。アジ（aji）は「王」の意。アジ・サカは、サカ暦のサカを擬人化した存在と
推測される。 
(53) 原題は Sĕrat Ménak である。預言者ムハンマドの叔父アミル・ハムザを主人公とした
ペルシア語の物語をもとに 15 世紀にマレー語の作品『ヒカヤット・アミル・ハムザ』
（Hikayat Amir Hamzah）が作られた（Winstedt 1969: 95–97）。それをもとに 1715 年に
ジャワ語に翻訳したものがカルタスラ版の『メナック』である（第 6 章第 56 項）。こ
れがさらにヨソディプロによって改編されたものが本作品である。刊本については
Uhlenbeck（1964: 140）を参照。Ricklefs（1997）はヨソディプロ 1 世の関与に疑義を
示すものの、決定的な根拠は示していない。『メナック』物語はワヤン・ゴレ（wayang 
golèk、木偶人形芝居）の題材として西ジャワでとくに人気を博した。 
(54) 原書では、ジャヤスブラタは「en-co sun の名でも知られる」とされる。なお、Uhlenbeck
（1964: 168）によればジャヤスブラタの称号は Radèn Ngabèhi ではなく Radèn Panji で
ある。 
(55) 原題は Sĕrat Ambiya Yasadipuran（ヨソディプロ版アンビヤの書）である。クルアー
ンに言及されるアダムを初めとする過去の預言者たちにまつわる伝説を集成した物
語である（第 6 章第 59 項の訳註も参照）。ジャワ語の Ambiya（マレー語の Anbia）は
アラビア語で「預言者」を意味する nabi の複数形 anbiyā’に由来する。したがって、
原書の表記は Ambiya であるが、アラビア語表記に近い Anbiya とも表記される（『メ
ナック』の登場人物であるアンビヤ Ambyah と混同しないこと）。ジャワではタプル・
アダム（Tapĕl Adam）の別名でも知られている。本作品はジャワ暦 1731年（西暦 1804/05
年）の成立なので、前年に死去したヨソディプロ 1 世が本作の作成に関わったとは考
えにくい（Ricklefs 1997）。 




ロコが言及する写本に記載された紀年には本文のヒジュラ暦 1247 年（西暦 1831/32
年）と末尾のジャワ暦 1798（西暦 1869/70 年）とジャワ暦 1801 年（西暦 1872/73 年）
の 3 つがあり、最初の紀年は作品が書かれた年、末尾の 2 つの紀年は写本が作られた
年と考えられる。したがって、本作品がヨソディプロ 1 世によって書かれた可能性は
ないとする。 
(57) 原書では「ヒジュラ暦 1139 年、ジャワ暦 1726 年」とあるが、ヒジュラ暦 1139 年は
青山亨・増井美佳 
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西暦 1726/27 年、ジャワ暦 1726 年は西暦 1799/1800 年に対応し、両者は一致しない。
上の註で指摘したように、プルボチャロコの紀年の記載にはそもそも誤りがあるが、
訳文ではそのままにした。 
(58) 原題は Sĕrat Cĕbolèk である。『チャボレック』（Cabolèk）とも表記する。Soebardi（1975）
の校訂テキストと英訳がある。この作品中で取り上げられる事件が起きたのは 1731













は Uhlenbeck（1964: 129）および深見（2012a, 2012b, 2012c, 2013, 2014a, 2014b, 2015a, 
2015b, 2016a, 2016b, 2019）を参照。 
(62) ジョグジャカルタ（Yogyakarta）のこと。現在は、ジョグジャカルタ特別州およびそ
の州都の名称である。 
(63) 原題は Sĕrat Sasanasunu である。原書インドネシア語版では Sasana-sunu と表記する
が、ジャワ語版にしたがって Sasanasunu とした。写本については Florida（1993: 186, 
203）を参照。 
(64) 原題は Sĕrat Wicara Kĕras である。写本については Florida（1993: 203）を参照。 






(68) Kulhu はクルアーンの第 112 章「純正」（Al-ikhlās）のジャワ語名。4 節の短い章であ
りながらイスラームの本質である神の唯一性を主題とする章である。 
(69) この作品名に類似した作品として、スラカルタおよびジョグジャカルタの宮廷の事
例を取り上げた教訓詩『オンデ・パティ』（Ondhé Patih）がある（Florida 1993: 137）。 
(70) 『ウラン・レ』の刊本については Uhlenbeck（1964: 125）を参照。写本については
Florida（1993: 185, 187, 190, 322）を参照。『ウラン・スヌ』の写本については Florida
（1993: 211）を参照。 
(71) アラビア文字で記されたジャワ語をペゴン（pégon）という。 
(72) 原書インドネシア語版では Sindu-sastra と表記するが、ジャワ語版にしたがって
Sindusastra とした。『アルジュナ・サスラバウ』の刊本については Uhlenbeck（1964: 












(76) 同題のマレー語のパンジ物語（Panji）が有名である（Winstedt 1969: 54–58）。クリパ
ン（Kuripan）の王子イヌ・カルタパティ（Inu Kartapati）とダハ（Daha）の王女チャ
ンドラ・キラナ（Candra Kirana）がいくたの試練を経て結ばれる。題名は主人公の王
子の変名の一つである。パンジ物語については本書第 5 章第 45 項『パンジ・アンレ
ニ』の解説を参照。 
(77) クスマディラガの作品の写本については Florida（1993: 138, 232）を参照。 






照。全 12 巻の刊本（Kamajaya 1986–91）がある。近年、英語抄訳が出版されている




(81) 原書の abdi dalĕm dĕmang niyaga kirikanan を「宮廷のガムラン楽師」と訳した。 





者ウィンテル（C. F. Winter、1799 年～1859 年）やコーヘン・ストゥアート（A. B. Cohen 
Stuart、1825 年～1876 年）と交流を持って、ジャワ語辞典の編纂に協力した。ロンゴ
ワルシトの生涯と作品については Andjar Any（1979, 1980）、ウィンテルについては深
見（2019: 180-182）を参照。 
(83) 原題は Sĕrat Paramayoga である。本作品が典拠とした『カンダ』の「歴史観」につい
ては青山（1994）を参照。刊本として Kamajaya（1977）、インドネシア語訳からの日





(86) ジャワ語の atma はサンスクリット語の ātman に由来し、「梵我一如」の「我」に相
当する。 
(87) 原書インドネシア語版にはジャワ語原文は載せられていない。 
(88) アダム暦はロンゴワルシトの創作と思われる暦で、太陽暦と太陰暦の 2 通りの紀年
があり、人類の祖アダムに由来する（豊田 2019: 153）。 
(89) 原題は Sĕrat Jitapsara である。Florida は『パラマヨガ』（1993: 160）に言及される『ジ
タプサラ』のほかに、著者不明の同名の写本 2 点（1993: 313–314）を記載している。 
(90) 原書インドネシア語版にはジャワ語本文は訳出されていない。 
(91) 韻律形式はダンダングラである。1 詩節 10 行で、各行の音節数と行末音節の母音は
以下のとおりである：10i、10a、8e、7u、9i、7a、6u、8a、12i、7a。 
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(93) Jita はサンスクリット語に由来する古ジャワ語で「（目標を）制圧した」、aksara も同
じく「文字」を意味し、両者を合わせると「文字を自分のものにした」、すなわち「言
語と文学の達人」の意味になる。 
(94) 原題は Sĕrat Pustakaraja である。原書インドネシア語版では Pustaka-raja とするが、
ジャワ語版にしたがって Pustakaraja とした。刊本として Kamajaya（1993–97）がある




(96) 本書の第 2 章第 19 項『スマナシャーンタカ』を参照のこと。 
(97) Bale Gala-gala（Bale Sigala-gala とも言う）は、マハーバーラタに関わるワヤンの演目
の一つで、パンダワ 5 兄弟がコラワ兄弟の策略で炎上する小屋に閉じ込められるエピ
ソードである。それに対して、実際にする存在する『スマラダハナ』は、愛の神カー
マがシヴァ神によって焼き尽くされる物語である。本書の第 2 章第 20 項『スマラダ
ハナ』を参照のこと。 
(98) 原題は Sĕrat Cĕmporèt である。インドネシア教育文化省の刊本（Sudibjo Z. Hadisutjipto 





(100) 1 行目の hartati は「砂糖」の意で、ダンダングラのグラは「砂糖」の意であること
をうけて、ダンダングラの韻律が使われていることを示す。 
(101) 《原註》本文中の sandi-asma は以下のとおり: ra dyan nga be hi Rong ga war si ta。《訳
註》sandi は「隠された」、asma は「名前」の意。作者が自分の名前を韻文の作品の中
に埋め込む技法。名前を音節に分解し、それぞれの音節を各行の中に配置する。本文
の下線部をつなぎ合わせると ra dyan（radèn の異形）nga be hi Rong ga war si ta とな
り、「ラデン・ガベヒ・ロンゴワルシト」の名前が読み取れる。 
(102) 原題は Sĕrat Babad Prayut である。Florida（1993: 81）はヨソディプロ 1 世の作とす
る。ジョグジャカルタのスルタン・ハムンク・ブワナ 1 世とスラカルタのマンクナガ
ラ 1 世の関係が悪化し、マンクナガラ 1 世に嫁いでいたスルタンの娘ラトゥ・バンダ
ラが、父親のスルタンから離婚を強いられた 1763 年の事件が語られる。写本につい
ては Florida（1993: 81）を参照。 
(103) 原題は Sĕrat Babad Pakĕpung である。Florida（1993: 82）はヨソディプロ 2 世作とす
る。パクプンは「包囲」の意味で、スラカルタ王宮がオランダ東インド会社、ハムン
ク・ブワナ 1 世、マンクナガラ 1 世の連合軍によって包囲された 1790 年のパクプン
事件を描く。写本については Florida（1993: 82）を参照。 
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